
品川区舗装修繕計画の策定について 

１．目的 

品川区では延長約３２８キロメートルの道路を管理している。今後、膨大なストック

量の舗装を限られた財源の下で適正に管理していくためには、舗装の延命化を図る予

防保全型管理による更新時期の平準化など、計画的で効率的な舗装修繕に取り組む必

要がある。そこで「品川区公共施設等総合計画」の個別計画として、区が管理している

道路の舗装の維持、更新、管理に関する方針等を示した「品川区舗装修繕計画」を策定

した。

２．計画の概要（別紙参照） 

区が管理している道路の舗装について、長期的な視点でメンテナンスサイクルやラ

イフサイクルコスト等の検討を行うとともに、これまで実施してきた日常の道路点検

データを活用して 50 年間の方向性を示す。また、大型車の交通量が多い「主要な区道」

と、それ以外の「その他区道」に分類することで、道路の特性に応じた舗装の維持管理

や修繕方法を示す。

今後は、５年毎の定期点検の結果を踏まえて見直しを行っていく。

３．今後の予定 

本件報告後、品川区ホームページにて公表する。
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平成25年に発生した笹子トンネル事故を契機に、インフラ点検の重要性が社会的に求められた
・国は老朽化対策に関する法整備の充実を図り、平成25 年11 月に「インフラ長寿命化基本計画」を
策定するとともに自治体にも基本計画の策定を義務付け

・品川区では平成29年に「品川区公共施設等総合計画（H29～R8）」を策定

品川区舗装修繕計画について
１ 背景

２ これまでの舗装の維持管理（事後保全型）

３ これからの舗装の維持管理（予防保全型）

舗装状態把握

• 道路巡回で発見
• 区民からの要望等
• 道路空洞調査

修繕判断

• 職員の経験値から
修繕の優先順位を
判定

予算範囲内での修繕の実施

【路面維持管理費】
・応急補修・小規模修繕工事

【路面改良費】
・修繕工事

点検や区民要望などにより損傷状態を把握し、必要に応じて措置を実施

日常点検などで常に舗装状況を把握し、損傷を予測し計画的な予防的修繕を実施

舗装状態把握

• 道路巡回で発見
• ICTを活用し路面状
態を数値化

• 舗装構造調査
• 区民からの要望等
• 道路空洞調査

修繕判断

• 数値化された路面
状態により修繕の
優先順位を判定

• 舗装修繕計画に常
に反映し更新

国費を活用した計画的な修繕の実施

国による支援の充実（法整備や要領などの作成、国庫補助制度の創出など）
・国は重要構造物（橋梁、トンネル、大型標識等）について長寿命化修繕計画の策定を義務付け
・品川区では橋梁のみが該当し、平成26 年に「品川区橋梁長寿命化修繕計画」を策定
・さらに国は平成28 年に「舗装点検要領」を策定し、自治体にも計画の策定と公表を奨励

・国は、長寿命化修繕計画に基づき実施するメンテナンス事業に対し、個別補助制度を創設して支援

【路面維持管理費】
・応急補修・小規模修繕工事

【路面改良費】
・予防的修繕工事の工夫
（表層だけ修繕、新技術の活用）
・国費の活用
（修繕計画に基づく工事費）

舗装の損傷と修繕例

1

※現場条件等により異なる。

タイヤ

表層・

基層

路盤

路床

ポンピングによりひび割れ
から路盤の細粒分が流出

表面のひび割れ
から雨水が浸入

路盤も含め修繕した場合※

工法：打ち換え工法
日施工量：約１５０㎡／日
費用：約１８千円／㎡

路盤を修繕した場合、費用は３倍以上、工事期間は４倍

点検、診断による表層の適時適切な修繕が必要

（路盤が損傷し早期劣化している場合は路盤からの修繕が必要）

路盤の損傷を防ぐ予防保全型管理

表層だけの修繕の場合※

工法：切削オーバーレイ
日施工量：約６００㎡／日
費用：約５千円／㎡

表層が損傷している状況

路盤の細粒分が
ポンピングにより
流出し、砕石が
集まっている状
況

路盤が損傷している状況

路盤への雨水浸入
による支持力低下

別 紙



品川区舗装修繕計画の概要

１ 背景と目的

○ 舗装の損傷進行は大型車の通行量によるため、通行量に応じ分類し管理

３ 区道の分類と維持管理方法

２ 舗装の損傷要因

５ 修繕計画

４ 修繕工法の選定
○ 主要な区道は、舗装構造調査結果も加味し、予防的な修繕工法を選定
○ その他区道は、路面のひび割れ状態の数値から予防的修繕工法を選定

図 修繕工法選定フロー例

舗装構造調査に基づく工法選定 路面性状調査に基づく工法選定

○ 高度経済成長期以降に公共施設等が集中的に整備され、現在老朽化が進み、更新時期

や財政負担の平準化が課題

○ 国は、平成25 年に「インフラ長寿命化基本計画」を策定し、「個別施設計画」と「行動

計画」の策定を管理者に要請

○ 区では、平成29年に平成29年度～令和8年度の「品川区公共施設等総合計画」を策定

◎ 舗装の修繕を予防的な観点から計画的に実施するため、修繕計画を策定する

道路

分類

大型車

交通量 維持管理方法

主
要
な
区
道

100台

以上

日常点検 週２回以上、目視とICT機器を搭載した車両で巡回

定期点検 概ね5年毎に舗装構造調査を実施し構造的劣化を把握

応急補修 ICT機器の検知データ等から応急補修

修繕工事 計画に基づく修繕工事を実施

そ
の
他
区
道

100台
未満

日常点検 月１回以上、目視とICT機器を搭載した車両で巡回

応急補修 ICT機器の検知データ等から応急補修

修繕工事 予防保全的修繕工事を実施

図 舗装修繕予算の推移
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○ 中長期計画

◆ 全路線を対象に主要な区道とその他区道の特徴
や舗装現況を踏まえて計画

◆ 現状の予算規模を踏まえた、実現可能な必要予
算を設定

主要な区道は、日常巡回時の目視点検と客観
的に評価しているＩＣＴ機器の検知データに基
づく舗装のひび割れ状況から、ひび割れの進
行状況を予測し、修繕の基準に照らし、必要な
修繕費用を算定し、計画的な予防保全を実施

その他区道は、管理延長も長く、日常巡回時に
目視とＩＣＴ機器の検知データでの損傷を確認
するとともに、工事履歴や上下水道、電気、ガ
ス等の埋設物、排水施設の更新時期を考慮し
管内全体の修繕サイクルを設定し、必要な修
繕費用を算定

◆ 舗装の長寿命化を考慮し、構造的な健全性の
確認のため定期的に舗装の構造調査を実施
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品川区舗装修繕計画

令和 3 年 9 月
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1 はじめに

高度経済成長期以降に集中的に整備されたインフラや公共施設等が老朽化し、これから

大量に更新時期を迎えている。これらの公共施設等を維持管理・修繕・更新するための財政

負担が過大になるため、平準化が課題となる。

国は平成 25 年 11 月に「インフラ長寿命化基本計画」を策定し、インフラの管理者に対

して「行動計画」と「個別施設計画」を策定することを要請した。

品川区では、平成 29 年 4 月に平成 29 年度～令和 8 年度の「品川区公共施設等総合計画」

を策定した。また、舗装に関しては、平成 29 年度から実施している道路点検システムによ

る路面異常のデータおよびバス路線等で測定した舗装構造調査の健全度結果等から、路上

工事の情報も踏まえ、中長期計画を策定して維持管理を実施していく。
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2 道路の分類

品川区の管理道路の延長は以下のとおりであり、1 級区道が約 12.7km、2 級区道が約

13.6km、その他区道が約 302.0km、合計約 328.3km の道路を管理している。このような

膨大な量の道路をすべて同じ基準で管理することは、財政上非常に難しいため、道路の重要

度に応じて分類し管理する。

舗装点検要領（平成 28 年 10 月、国土交通省道路局）では、道路の損傷の劣化進行に影

響の大きい大型車交通量で道路を分類していることから、品川区においても、※1 プローブ

データ（大型商用車の通行量データを活用）をもとに、1000 台以上を分類 B、100 台以上

1000 台未満を分類 C、100 台未満を分類 D と区分する方針とする。さらに、啓開道路やバ

ス路線等に関しては大型車交通量が少ない場合でも道路の分類を上位の分類として設定す

る。また、分類 B、分類 C を主要な区道とし、分類 D をその他区道と大別する。

表 2.1 品川区路線総延長（R2 年度）

道路等級 延長（m） 面積（m2） 備考

1 級 12,734.0 168,633.0 
2 級 13,619.0 108,948.0 
その他 301,953.0 1,812,601.0 
合計 328,306.0 2,090,182.0 

表 2.2 品川区路線総延長（道路分類）

道路分類 延長（m） 面積（m2） 備考

分類 B 17,018.1 299,683.5 

分類 C 53,504.7 513,202.9 

分類 D 257,783.3 1,277,295.6 

合計 328,306.0 2,090,182.0 

※1プローブデータ：走行経路、走行速度等の道路交通情報を大型車両から収集したデータ
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図 2.1 品川区管理道路の割合（道路等級）

図 2.2 品川区管理道路の割合（道路分類）
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表 2.3 道路分類

舗装点検要領 舗装計画交通量・区分 

特 徴 分 類 交通量区分 道路分類の考え方と設定方法

高規格幹線道路 等 
（高速走行などが求
められるサービス水
準が高い道路） 

A - 
高規格幹線道路等に位置付け
られるため、品川区では該当
しない。 

損傷の進行が早い道路
等 
（例えば、大型車交通量が
多い道路） 

B 
N6 以上 
1000 台/日・
方向以上 

N6 以上は重交通路線であり、
重要都市間を結ぶ N7 大型車
交通量が特に多い。国土交通
省の劣化進行においても N6
を境に損傷の進行速度に違い
がみられる。 

損傷の進行が緩やかな道
路 等 
（例えば、大型車交通量が
少ない道路） 

C 

N4 以上 N5 以下
100 台/日・方
向以上 1000 台
/日・方向未満

N4 以上 N5以下は補助国道・
県道と同程度の交通量であ
り、自治体における幹線道路
に位置付けられることが多
い。 

生活道路 等
（損傷の進行が極め
て遅く占用工事等の
影響がなければ長寿
命） 

D 
N3 以下 
100 台/日・方
向未満 

交通量の少ない道路であり、
自治体における生活道路に位
置付けられることが多い路線
である。 

高
速
道
路

直
轄
国
道

政
令
市
一
般
市
道

補
助
国
道
・
県
道

市
町
村
道
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表 2.4 品川区道路分類：分類 B、分類 C 路線一覧表

道路

分類

点検

実施
道路等級 路線番号 起点 終点

総延長

（m）

総面積

（m2）

B ○ 区道 1 級 １級区道 1 号線 上大崎 2 丁目 21 上大崎 2 丁目 24 334 3,955

B ○ 区道 1 級 １級区道 3 号線 大 崎 3 丁目 5 大 井 3 丁目 4 2,326 43,448

B ○ 区道 1 級 １級区道 4 号線 北品川 1 丁目 6 南品川 3 丁目 7 2,075 24,097

B ○ 区道 1 級 １級区道 7 号線 西大井 1 丁目 9 八 潮 4 丁目 1 2,657 47,120

B ○ 区道Ⅲ 区道Ⅲ-40 号線 東品川 5 丁目 8 東品川 5 丁目 10 568 14,972

B ○ 区道Ⅲ 区道Ⅲ-56 号線 東品川 3 丁目 4 東品川 3 丁目 10 531 9,273

B ○ 区道Ⅲ 区道Ⅲ-92 号線 北品川 1 丁目 1 北品川 1 丁目 1 209 2,787

B ○ 区道Ⅵ 区道Ⅵ-70 号線 勝 島 1 丁目 4 勝 島 1 丁目 6 507 9,193

B ○ 区道Ⅵ 区道Ⅵ-75 号線 大 井 6 丁目 11 南大井 4 丁目 15 685 3,934

B ○ 区道準幹線 準幹線 27 号線 西五反田 4 丁目 31 小山台 1 丁目 11 819 8,431

B ○ 区道準幹線 準幹線 31 号線 東品川 2 丁目 4 東大井 1 丁目 9 2,134 66,324

B ○ 区道準幹線 準幹線 33 号線 東大井 4 丁目 2 南大井 6 丁目 26 2,387 30,265

B ○ 区道準幹線 準幹線 35 号線 八 潮 5 丁目 12 八 潮 4 丁目 2 1,785 35,883

C ○ 区道 1 級 １級区道 2 号線 大 崎 4 丁目 13 西品川 3 丁目 21 1,095 10,513

C ○ 区道 1 級 １級区道 5 号線 小 山 5 丁目 21 豊 町 2 丁目 1 2,838 32,204

C ○ 区道 1 級 １級区道 6 号線 戸 越 5 丁目 15 西大井 1 丁目 5 1,408 7,295

C ○ 区道 2 級 ２級区道 12 号線 西五反田 4 丁目 12 平 塚 2 丁目 3 1,275 9,675

C ○ 区道 2 級 ２級区道 13 号線 西五反田 4 丁目 19 荏 原 4 丁目 4 1,075 5,869

C ○ 区道 2 級 ２級区道 14 号線 東五反田 2 丁目 19 大 崎 1 丁目 6 687 6,684

C ○ 区道 2 級 ２級区道 15 号線 東五反田 2 丁目 16 北品川 3 丁目 5 1,393 15,675

C ○ 区道 2 級 ２級区道 16 号線 大 崎 2 丁目 12 南品川 2 丁目 15 1,620 11,498

C ○ 区道 2 級 ２級区道 17 号線 小 山 7 丁目 6 東中延 1 丁目 5 1,701 8,451

C ○ 区道 2 級 ２級区道 19 号線 二 葉 4 丁目 27 大 井 1 丁目 3 2,106 26,777

C ○ 区道 2 級 ２級区道 21 号線 東大井 5 丁目 16 東大井 2 丁目 6 865 5,417

C ○ 区道Ⅰ 区道Ⅰ-112 号線 西五反田 2 丁目 5 西五反田 2 丁目 15 197 1,328

C ○ 区道Ⅰ 区道Ⅰ-138 号線 西五反田 6 丁目 13 荏 原 2 丁目 17 959 7,686

C ○ 区道Ⅰ 区道Ⅰ-159 号線 小山台 2 丁目 5 荏 原 1 丁目 17 1,416 12,070

C ○ 区道Ⅰ 区道Ⅰ-218 号線 小 山 3 丁目 7 小 山 3 丁目 24 336 2,443

C ○ 区道Ⅰ 区道Ⅰ-57 号線 西五反田 3 丁目 11 西五反田 3 丁目 6 525 4,273

C ○ 区道Ⅰ 区道Ⅰ-58 号線 西五反田 3 丁目 16 西五反田 3 丁目 7 539 3,157

C ○ 区道Ⅰ 区道Ⅰ-60 号線 西五反田 2 丁目 1 西五反田 2 丁目 6 388 2,700

C ○ 区道Ⅰ 区道Ⅰ-61 号線 西五反田 2 丁目 1 西五反田 2 丁目 6 331 1,979

C ○ 区道Ⅰ 区道Ⅰ-62 号線 西五反田 2 丁目 11 西五反田 2 丁目 19 354 4,047

C ○ 区道Ⅰ 区道Ⅰ-69 号線 西五反田 2 丁目 24 西五反田 2 丁目 22 303 1,739

C ○ 区道Ⅱ 区道Ⅱ-124 号線 大 崎 3 丁目 1 大 崎 4 丁目 12 741 3,495
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道路

分類

点検

実施
道路等級 路線番号 起点 終点

総延長

（m）

総面積

（m2）

C 啓開 区道Ⅱ 区道Ⅱ-175 号線 南品川 4 丁目 7 南品川 4 丁目 19 499 2,641

C ○ 区道Ⅱ 区道Ⅱ-2 号線 東五反田 1 丁目 11 東五反田 2 丁目 19 592 4,873

C ○ 区道Ⅱ 区道Ⅱ-225 号線 東五反田 2 丁目 10 北品川 5 丁目 11 561 4,590

C ○ 区道Ⅱ 区道Ⅱ-24 号線 大 崎 1 丁目 5 大 崎 1 丁目 6 518 3,720

C ○ 区道Ⅱ 区道Ⅱ-39 号線 東五反田 1 丁目 23 東五反田 1 丁目 21 112 849

C ○ 区道Ⅱ 区道Ⅱ-46 号線 東五反田 2 丁目 4 大 崎 1 丁目 21 820 10,835

C ○ 区道Ⅱ 区道Ⅱ-49 号線 北品川 5 丁目 1 大 崎 1 丁目 6 502 6,531

C ○ 区道Ⅱ 区道Ⅱ-87 号線 戸 越 1 丁目 15 西品川 1 丁目 8 1,504 8,258

C ○ 区道Ⅲ 区道Ⅲ-12 号線 北品川 1 丁目 5 北品川 1 丁目 15 515 8,103

C ○ 区道Ⅲ 区道Ⅲ-14 号線 北品川 1 丁目 5 北品川 1 丁目 16 343 5,124

C ○ 区道Ⅲ 区道Ⅲ-5 号線 北品川 1 丁目 29 北品川 1 丁目 30 89 645

C ○ 区道Ⅲ 区道Ⅲ-53 号線 東品川 3 丁目 1 東品川 3 丁目 7 190 3,269

C ○ 区道Ⅲ 区道Ⅲ-90 号線 北品川 1 丁目 7 北品川 1 丁目 6 17 149

C ○ 区道Ⅲ 区道Ⅲ-91 号線 北品川 1 丁目 6 北品川 1 丁目 6 36 863

C ○ 区道Ⅲ 区道Ⅲ-93 号線 東品川 4 丁目 12 東品川 4 丁目 11 169 2,430

C ○ 区道Ⅳ 区道Ⅳ-15 号線 小山 5 丁目 2 小 山 5 丁目 17 383 2,483

C ○ 区道Ⅳ 区道Ⅳ-20 号線 小山 4 丁目 5 小 山 6 丁目 6 686 4,396

C ○ 区道Ⅳ 区道Ⅳ-4 号線 小山 6 丁目 24 荏 原 6 丁目 9 987 6,908

C ○ 区道Ⅳ 区道Ⅳ-43 号線 旗の台 6 丁目 3 旗の台 1 丁目 3 947 5,356

C ○ 区道Ⅳ 区道Ⅳ-53 号線 小 山 7 丁目 15 旗の台 6 丁目 28 590 4,001

C ○ 区道Ⅳ 区道Ⅳ-69 号線 西中延 2 丁目 14 東中延 2 丁目 4 856 5,344

C ○ 区道Ⅳ 区道Ⅳ-98 号線 旗の台 5 丁目 1 中 延 6 丁目 4 1,292 8,852

C ○ 区道Ⅴ 区道Ⅴ-106 号線 大 井 1 丁目 14 大 井 1 丁目 41 553 3,166

C ○ 区道Ⅴ 区道Ⅴ-108 号線 大 井 1 丁目 2 大 井 4 丁目 3 411 8,017

C ○ 区道Ⅴ 区道Ⅴ-115 号線 東大井 5 丁目 16 東大井 5 丁目 17 65 1,186

C ○ 区道Ⅴ 区道Ⅴ-122 号線 東大井 5 丁目 17 東大井 5 丁目 18 72 541

C ○ 区道Ⅴ 区道Ⅴ-22 号線 二 葉 4 丁目 2 二 葉 1 丁目 18 1,736 15,303

C ○ 区道Ⅴ 区道Ⅴ-238 号線 東大井 5 丁目 18 東大井 5 丁目 19 201 5,196

C ○ 区道Ⅴ 区道Ⅴ-37 号線 戸 越 5 丁目 3 二 葉 4 丁目 27 1,101 6,521

C ○ 区道Ⅴ 区道Ⅴ-47 号線 二 葉 4 丁目 24 西大井 6 丁目 1 338 2,069

C ○ 区道Ⅴ 区道Ⅴ-82 号線 大 井 1 丁目 5 大 井 1 丁目 6 84 926

C ○ 区道Ⅴ 区道Ⅴ-91 号線 大 井 2 丁目 27 大 井 3 丁目 2 128 2,014

C ○ 区道Ⅵ 区道Ⅵ-123 号線 南大井 5 丁目 13 南大井 6 丁目 27 1,026 14,336

C ○ 区道Ⅵ 区道Ⅵ-127 号線 南大井 6 丁目 18 南大井 6 丁目 17 239 4,551

C ○ 区道Ⅵ 区道Ⅵ-45 号線 南大井 5 丁目 2 南大井 6 丁目 15 1,482 17,092

C ○ 区道Ⅵ 区道Ⅵ-86 号線 大 井 6 丁目 20 南大井 3 丁目 2 631 15,672
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道路

分類

点検

実施
道路等級 路線番号 起点 終点

総延長

（m）

総面積

（m2）

C ○ 区道Ⅵ 区道Ⅵ-95 号線 南大井 6 丁目 13 南大井 3 丁目 32 544 13,612

C ○ 区道準幹線 準幹線 26 号線 上大崎 3 丁目 1 東五反田 5 丁目 27 1,318 14,497

C ○ 区道準幹線 準幹線 29 号線 南品川 4 丁目 4 東大井 5 丁目 4 884 10,833

C ○ 区道準幹線 準幹線 30 号線 北品川 1 丁目 3 南大井 2 丁目 5 4,350 43,791

C ○ 区道準幹線 準幹線 32 号線 西大井 6 丁目 18 大 井 1 丁目 49 1,928 21,224

C ○ 区道準幹線 準幹線 34 号線 東品川 4 丁目 11 八 潮 5 丁目 9 2,050 27,457
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図 2.3 道路分類
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3 点検方法・点検頻度の設定
点検方法・点検頻度については、道路分類ごとに以下に示した方針とし、道路分類ご

とに表 3.1 にまとめた。また、主要な区道における定期点検は管内全体を 2 グループ

に分類し、5年ごとに 1グループずつ実施するものとする。それぞれのグループの路線

を地図に展開した図を図 3.1 に示す。 

点検方法として、大きく定期点検と日常点検に区分する。 

主要な区道では、定期点検と日常点検を実施し、その他区道では日常点検を実施

する。 

定期点検では、舗装の長寿命化を考慮し、路盤の健全性の確保を通じた長寿命化

として、路盤を健全な状態に保つという構造的な健全性の確認のために舗装構

造調査として※1FWD 調査を実施する。 

日常点検では、現在実施している走路点検システムや東京都とともに検討して

いる※2MCR 道路 AI ダッシュボードなどのスマートホン等の機器を用いた定量的

な評価を行う。ここで、評価項目は路面のひび割れや※3ポットホールの状態、乗

り心地の状態を評価できる項目とする。 

表 3.1 点検方法と点検頻度
道路分類 点検方法 点検頻度 

主

要

な

区

道

分類B 

(1000台以上 

/日) 

定期点検 

・FWDに基づく表面たわみ調査 

日常点検 

・スマートホン等の機器を用いた定

量的な評価（ひび割れ、ポットホー

ル、乗り心地（IRI）、段差） 

定期点検：概ね10年に1

回 

日常点検：週2回 

分類C 

(1000～100台 

/日) 

定期点検 

・FWDに基づく表面たわみ調査 

日常点検 

・スマートホン等の機器を用いた定

量的な評価（ひび割れ、ポットホー

ル、乗り心地（IRI）、段差） 

定期点検：概ね10年に1

回 

日常点検：週2回 

そ

の

他

区

道

分類D 

(100台/未満) 

日常点検 

・ スマートホン等の機器を用いた定

量的な評価（ひび割れ、ポットホ

ール、乗り心地（IRI）、段差） 

日常点検：月1回 

※1FWD調査：錘の落下により路面に衝撃を加え、たわみ量を計測する調査 

※2MCR道路AIダッシュボード：道路パトロール車の車載カメラで取得した路面画像を活

用し、路面のひび割れ評価を地図情報に反映させ管理するシステム 

※3ポットホール：アスファルト道路の表面がはがれできる丸い穴、へこみ 
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図 3.1 定期点検のグループ
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4 道路分類ごとの管理水準の考え方
道路を主要な区道とその他区道に区分し、管理水準の設定方法を示す（表 4.1）。 

設定方法については、点検の違いにより分類 B、分類 Cと分類 Dに区分する。 

表 4.1 管理水準の設定方法
道路分類 管理水準の設定方法 備考 

主

要

な

区

道

分類B 

・ 計画立案に関しては定量的に評価した値に

対して、※1閾値を設定し健全度を診断 

・ 日常管理においては、簡易的な測定機器に

より計測し評価した値に対して、閾値を設

定し健全度を診断 

調査項目 

定期点検：表面たわみ量 

日常点検：ひび割れ、ポ

ットホール、乗り心地

（IRI） 

分類C 

・ 計画立案に関しては定量的に評価した値に

対して、閾値を設定し健全度を診断 

・ 日常管理においては、簡易的な測定機器に

より計測し評価した値に対して、閾値を設

定し健全度を診断 

調査項目 

定期点検：表面たわみ量 

日常点検：ひび割れ、ポ

ットホール乗り心地

（IRI） 

そ

の

他

区

道

分
類D 

・ 日常管理においては、簡易的な測定機器に

より計測し評価した値に対して、閾値を設

定し健全度を診断 

・ 自転車、歩行者の視点から検討する 

調査項目 

日常点検：ひび割れ、ポ

ットホール乗り心地

（IRI） 

修繕要否の判断基準値については、現在、日常管理に用いている※2道路点検システム

や試行中の MCR 道路 AI ダッシュボードで点検データを収集、蓄積している状況である。

そのため、現状の日常巡回時に対応の要否の判断基準を以下に示す。 

表 4.2 日常巡回時の対応要否の判断基準
道路分類 判断基準値 備考 

分類B ・ ※2ひび割れランクⅣ以上で措置対応が必要 

分類C ・ ひび割れランクⅣ以上で措置対応が必要  

分類D ・ ひび割れランクⅣ以上で措置対応が必要  

※1閾値：その値を境に状態が大きく変化する値のこと 
※2道路点検システム：MCR道路AIダッシュボードと類似システム。品川区では２種類の

点検システムを運用中 
※3ひび割れランク：道路点検システム評価区分であり、取得した画像の黒画素率によ

り区分している。 
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表 4.3 ひび割れ割れランク
ランク 値 備考 

Ⅰ 0 ～  1.9 黒画素率 0.0～1.99% 
Ⅱ 2.0 ～ 2.9 黒画素率 2.0～2.99%
Ⅲ 3.0 ～ 3.9 黒画素率 3.0～3.99%
Ⅳ 4.0 ～ 4.9 黒画素率 4.0～4.99%
Ⅴ 5.0 ～ 黒画素率 5.0%以上

※ランクⅠ～Ⅴは車載カメラにの画像をAIによる画像認識でのひび割れ率を評価して区分

が分かれている。画像範囲は区で任意で決めている範囲となる。

黒画素率＝黒画素数（pixel)/全体の画素数(pixel)×100 
※調査データ対象年度：2020/4/01-2020/12/31 
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5 補修工法の選定
主要な区道について、舗装構造調査を実施実施した、図 5.1 に示す修繕工法選定フロ

ーに従い、修繕工法を設定する。 

舗装構造調査を実施していない路線で、日常巡回時にひび割れ損傷が進行し、修繕が

必要と判断された場合には、図 5.2 に示すひび割れランクの大きさに従い修繕工法を

選定する。 

その他区道については、日常巡回時に取得するひび割れ状況に応じて図 5.2 に示す

ひび割れランクの大きさに従い修繕工法を選定する。 

修繕工法選定フローを以下に示す。 

出典：特定非営利活動法人 舗装診断研究会、FWD による舗装診断 

図 5.1 FWD調査に基づく修繕工法選定フロー
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図 5.2 ひび割れランクに基づく修繕工法選定フロー
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ひび割れランクⅤ ひび割れランクⅢひび割れランクⅣ
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6 舗装に関する予算の推移
道路舗装関連予算は、平成 29年度から令和 2年度までの実績としては、令和元年ま

では増加しているが令和 2年に減少している状況である。 

路面等改良費と舗装工事、側溝等修繕はその他区道に関する予算であり、その他の費

用は主要な区道の予算である。4年間の平均は主要な区道は 3.4 億円／年、その他区道

は 5.4 億円となっている。 

図 6.1 品川区舗装の管理予算の推移

H29 H30 R1 R2 平均

バリアフリー工事費 12.9 329.9 264.5 131.6 184.7
水とみどりのみち整備費 100.8 67.2 176.4 99.5 111.0
涼のみち整備費 31.4 15.3 23.2 37.7 26.9
雨水流出抑制費 11.8 27.2 12.4 13.0 16.1
路面等改良費 328.6 307.5 403.3 375.0 353.6
舗装工事、側溝等修繕 174.7 181.0 204.9 184.4 186.2
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7 品川区の主要な区道の劣化状況
日常巡回時に取得している道路映像から判別したひび割れランクを用いて劣化予測

モデル構築した。15 年程度でひび割れランクⅡとなり、その後４年弱でひびわれラン

クが進行していく。30年後には 60％程度の区間でひび割れランクⅤとなる。 

ハザードパラメータ ｔ値 ひび割れランク 期待寿命長(年) 
0.069 23.053 Ⅰ 0 
0.252 25.218 Ⅱ 14.484 
0.231 22.231 Ⅲ 18.454 
0.256 15.626 Ⅳ 22.780 

- - Ⅴ 26.685 

図 7.1 ひび割れの劣化進行
表 7.1 マルコフ推移確率行列

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

Ⅰ 0.9333 0.0589 0.0072 0.0005 0.000  

Ⅱ 0 0.7773 0.1979 0.0228 0.002  

Ⅲ 0 0 0.7936 0.1812 0.025  

Ⅳ 0 0 0 0.7741 0.226  

Ⅴ 0 0 0 0 1.000  

図 7.2 ひび割れランクの遷移分布

1

2

3

4

5

0 5 10 15 20 25 30

ひ
び
割
れ
健
全
度
ラ
ン
ク

期待寿命長（年）

全体平均

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
経過年数(年)

ひび割れランク：Ⅰ ひび割れランク：Ⅱ ひび割れランク：Ⅲ ひび割れランク：Ⅳ ひび割れランク：Ⅴ



- 17 - 

8 主要な区道の中長期計画
主要な区道では、現状予算 3.4 億円の予算で 50年間の中長期予算計画を算定したと

ころ、50年後に、ひび割れランクⅡの状態を維持することができる。 

図 8.1 中長期シミュレーション
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9 その他区道の中長期計画
その他区道では、占用企業体で実施している工事を含めて舗装工事の中長期計画を

策定した。占用工事では過年度の実績から毎年 7.9km の工事を実施し、路面損傷個所の

工事としては、毎年確保可能な予算として、5.1 億円を設定し、舗装版と排水施設の改

修で毎年 7.0km の工事を実施する。 

占用工事と維持工事の 2 つの工事を合わせると、17 年程度で管内を一巡することが

可能となる。 

図 9.1 中長期シミュレーション（その他区道）
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